
栄養学について詳しくはこちらから 
PurinaInstitute.com

ROSはどこで作られるのですか？
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ペットフード中の抗酸化成分

食事に含まれる抗酸化成分はペットの健康を
サポートし、ペットフードの栄養品質を維持
するのに役立ちます。抗酸化成分がペットの
よりよい生活や長生きにどのように関わって
いるのかについて理解を深めましょう。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 抗酸化成分とは？

抗酸化成分とは、ビタミン、ミネラル、酵素など、活性酸素
種（ROS）による傷害から防御するのに役立つあらゆる化合
物を指します1。

ROS（フリーラジカル）は活性分子で、細胞膜やタンパク質、
DNAに酸化ダメージを与え、細胞や組織の障害をおこす可
能性があります2。
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抗酸化成分によってペットの健康を多方面からサポートできることが
研究によって示されています。以下はその例です。

 ■ 高齢の犬や猫に抗酸化成分を添加したペットフードを与えた結
果、抗酸化成分を添加していないペットフードを与えた場合と比
べて、複雑な学習課題を達成する確率が高まりました。また、
高齢犬に抗酸化成分を添加したペットフードを与えた場合は、加
齢に関連した行動変化が少なく、抗酸化成分が加齢に伴う脳の
老化を遅らせるのに有用である可能性が示唆されています5-8。

 ■ 成猫にビタミンEを補充した結果、免疫細胞（リンパ球）の応答が
向上しました9。

 ■ 抗酸化成分（ビタミンC、ビタミンE、ベータカロテンおよびセレ
ン）を補充した結果、犬パルボウイルス感染症とジステンパーの
混合ワクチンを用いた標準的なワクチンプロトコルを受けた子犬
では、対照群と比べて抗体価の有意な上昇および免疫細胞であ
るメモリー細胞の有意な増加が認められました10。

 ■ 健康な犬に抗酸化成分の配合剤（ルテイン、 ゼアキサンチン、
ベータカロテン、アスタキサンチン、ビタミンCおよびビタミンE）
を6ヵ月間与えた結果、光に対する網膜反応の測定値にもとづく
目の健康が向上し、屈折異常（眼の形状の変化や水晶体の老化
によって生じる霧視）が改善しました11。

酸化ストレスは、免疫低下、認知機能低下、関節炎、
視力低下など、さまざまな健康上の問題の発生に
関与しています2-4。
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抗酸化成分はいくつかの機序で作用する3,4

食事に含まれる抗酸化成分は猫や犬の健康
にどのような効果がありますか？

抗酸化成分はどのようにペットフードを保護し
ますか？

 ■ 抗酸化成分（ビタミンC、ビタ
ミンEなど）は不安定なROSに
電子を1個与え、不活性分子
に変換します。この過程を「活
性 酸 素 消 去（スカベンジン
グ）」と呼びます。

 ■ 一部の抗酸化成分はROSの
産生を阻害します。

 ■ 亜鉛、マンガン、鉄、セレン、
銅などの栄養素は、ROS消
去を助ける抗酸化酵素システムの重要な構成成分です。

健康な状態においては、さまざま
な抗酸化成分が体内で産生され、
体内の抗酸化成分、ROS産生お
よび細胞保護の間でバランスが保
たれています。

しかし、 加齢や運動、ストレス、
疾患によってROS産生が増加し、
抗酸化成分の産生が減少して有
害なバランス異常（酸化ストレス）
が生じる可能性があります。

時間の経過に伴い、酸素に曝露されることで、ペットフードに含まれる脂
質や油分などの栄養素が分解され、酸敗臭、悪臭、味の劣化を招きます。

抗酸化成分は酸化ダメージの速度を遅らせる、または抑制することで食
物の劣化を防ぎ（賞味期限の延長）、嗜好性、栄養の質および安全性を
維持します12。

何十年もの間、天然または合成された（人工の）抗酸化成分はペットフー
ドや人の食品に安全に使用されてきました。

 ■ ビタミンC（アスコルビン酸）やビタミンE（アルファトコフェロールまた
はミックストコフェロール）は最も有名な天然の抗酸化成分ですが、他
にもローズマリーやセージなどのハーブから抽出された抗酸化成分を
はじめ、多くの種類があります13。

 ■ ブチルヒドロキシアニソール（BHA）やブチルヒドロキシトルエン（BHT）
などの一般的な合成抗酸化成分は、長年にわたり、人の食品やペッ
トフードを含む食品への使用が認められており、その承認された量を
使用する限り、安全です14。
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